
問

令
和
３
年
５
月
か
ら

５
年
間
を
期
間
と
し
て
、

第
２
次
男
女
共
同
参
画
計

画
が
策
定
さ
れ
た
。

令
和
元
年

月
に
、
男

11

女
共
同
参
画
に
関
す
る
市

民
の
意
識
調
査
を
行
い
、

報
告
を
基
に
２
年
度
、
年

３
回
の
懇
談
会
で
幅
広
い

視
点
か
ら
の
意
見
交
換
を

行
い
、
計
画
が
策
定
さ
れ

た
。懇

談
会
で
は
、
前
年
度

の
取
組
実
績
や
評
価
検
証

等
も
行
わ
れ
、
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
。

懇
談
会
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

企
画
部
長

男
女
共
同
参

画
推
進
に
あ
た
り
、
懇
談

会
で
は
施
策
の
方
向
性
や

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
幅
広
い
視
点
か
ら

意
見
を
も
ら
う
場
で
あ

る
。行

政
で
は
行
き
届
か
な

い
多
角
的
な
視
点
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
市

の
政
策
に
活
か
し
て
き

た
。

問

懇
談
会
の
委
員
は
、

令
和
６
年

月
３
日
で
任

10

期
が
切
れ
て
い
る
が
、
委

員
の
選
出
状
況
は
。

企
画
部
長

令
和
６
年
９

月
に
公
募
委
員
、
学
識
経

験
者
、
住
民
団
体
等
各
分

野
か
ら
男
性
５
人
、
女
性

５
人
の
計

人
の
選
出
を

10

行
っ
た
。

問

令
和
６
年
度
の
懇
談

会
開
催
は
。

企
画
部
長

委
員
の
改
選

も
あ
り
、
前
年
度
よ
り
遅

く
な
っ
た
が
、
３
月

日
18

に
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。

問

懇
談
会
や
審
議
会

は
、
計
画
策
定
が
趣
旨
と

な
り
、
計
画
策
定
が
終
わ

る
と
年
１
回
の
開
催
と
な

っ
て
い
る
。

実
行
に
伴
う
進
捗
状
況

や
、
情
報
共
有
、
進
捗
に

向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、

意
見
交
換
が
重
要
で
あ

り
、
市
民
の
意
見
を
幅
広

く
聞
く
懇
談
会
や
審
議
会

で
あ
る
べ
き
だ
。

令
和
７
年
度
の
開
催
の

予
定
は
ど
う
か
。

企
画
部
長

７
年
度
は
、

次
期
計
画
の
策
定
の
た
め

４
回
程
度
の
開
催
を
見
込

ん
で
い
る
。

懇
談
会
で
は
５
年
間
の

検
証
や
、新
た
な
課
題
等
、

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

必
要
な
施
策
に
つ
い
て
意

見
を
聞
き
、
８
年
度
か
ら

第
３
次
計
画
を
検
討
す

る
。
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新つるおかＨＰ

鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例
会
７
日
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
坂
本
昌
栄
議
員
が
、
①
男
女
共
同
参
画
推

進
懇
談
会
、
②
不
登
校
児
童
・
生
徒
、
③
地
域
医
療
連

携
推
進
法
人
に
つ
い
て
、、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
懇
談
会
ど
う
捉
え
る
か

֩
ල
୰
ె
ѣ
ဢ

Ή
ڞ
ဢ
ǡ
ǧ
ț
Ȕ
ဨ
഼
খ

▽
２
月
定
例
会
、
商
工
労
働
観
光
常
任

委
員
会
の
質
問
を
報
告
し
ま
す
。

①
県
立
博
物
館
庄
内
自
然
史
展
（
鶴
岡

市
郷
土
資
料
館
で
開
催
）

関

初
の
庄
内
出
張
展
示
を
評
価
す
る

が
、
展
示
場
所
や
方
法
等
、
種
々
課
題

が
見
ら
れ
た
。
改
善
・
充
実
を
。

県
民
文
化
芸
術
振
興
課
長

人
員
等
、

充
実
を
検
討
し
て
い
く
。

②
文
化
財
保
存
修
理
事
業

関

修
理
の
対
象
、

年
度
予
算
の
増

25

額
の
理
由
、
事
業
の
制
約
と
な
っ
て
い

る
「
補
助
金
調
整
率
」
（
減
額
率
）
の

見
直
し
を
。

同
課
長

Ｓ
＝
緊
急
に
修
理
が
必
要

、
Ａ
＝
早
い
内
修
に
理
必
要
９
、
計

16
件
が
比
較
的
早
め
に
対
応
す
る
必
要

25が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
所
有
者
・
市
町

村
と
の
調
整
が
整
っ
た
も
の
か
ら
実
施

す
る
。調
整
率
は
見
直
し
て
い
な
い
が
、

必
要
な
修
繕
が
で
き
る
よ
う
に
複
数
年

管
理
で
予
算
確
保
を
お
こ
な
っ
た
。

※
長
年
の
懸
案
で
す
が
、
充
実
の
方
向

に
進
み
ま
し
た
。

③
ス
タ
ン
レ
ー
早
期
退
職
募
集
と
企
業

誘
致
政
策
の
あ
り
方

大
手
企
業
の
身

勝
手
な
リ
ス
ト
ラ
に
県
と
し
て
意
見
を

言
っ
て
い
く
べ
き
。
誘
致
に
多
額
の
費

用
を
投
じ
て
い
る
が
、
産
業
政
策
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

雇
用
・
産
業
人
材
育
成
課
長

今
般
の

事
案
は
地
元
経
済
へ
の
影
響
が
か
な
り

大
き
い
。
労
働
局
な
ど
関
係
機
関
と
共

に
再
就
職
支
援
に
取
り
組
む
。

産
業
立
地
室
長

誘
致
企
業
が
不
正
・

違
法
や
、
操
業
開
始
５
年
以
内
の
休
止

・
廃
止
を
お
こ
な
っ
た
場
合
は
、
補
助

金
返
還
請
求
が
で
き
る
。

産
業
労
働
部
長

誘
致
は
地
域
で
期
待

さ
れ
て
い
る
。
大
企
業
の
動
向
を
ど
う

考
え
る
か
研
究
・
検
討
し
て
い
く

（
県
議

関

徹
）

校
内
教
育
支
援
セ

設
置
進
捗
状
況
は

問

月
議
会
で
、
適
応

12

指
導
教
室
「
お
あ
し
す
」

の
名
称
変
更
に
つ
い
て
、

検
討
を
行
う
と
の
事
だ
っ

た
が
。

教
育
長

令
和
７
年
度
か

ら
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

「
お
あ
し
す
」
と
名
称
を

変
更
す
る
。

活
動
内
容
に
つ
い
て

も
、
現
在
の
社
会
で
求
め

ら
れ
て
い
る
支
援
と
の
観

点
か
ら
検
討
を
進
め
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
実
行
に

移
す
。

問

新
日
本
婦
人
の
会
中

央
本
部
が
、
「
不
登
校
の

実
態
を
お
し
え
て
く
だ
さ

い
」
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、
不
登
校
期
間
が
３

年
未
満
が

・
８
％
、
３

35

年
か
ら
６
年
未
満
が

・
20

６
％
、
６
年
以
上
が
８
・

８
％
で
、
長
期
間
に
及
ん

で
い
る
た
め
、
不
登
校
児

童
・
生
徒
は
年
々
増
加
す

る
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
間
、
市
長
部
局
や

各
学
校
と
の
情
報
共
有
は

ど
こ
ま
で
進
ん
だ
の
か
。

教
育
長

教
育
委
員
会
で

現
状
と
課
題
、
方
向
性
を

整
理
し
、
健
康
福
祉
部
な

ど
庁
舎
関
係
部
局
と
情
報

共
有
と
協
議
の
場
を
設
け

て
い
く
。

各
小
・
中
学
校
と
は
２

月

日
に
、
校
長
に
対
し

10
て
、
現
状
と
支
援
の
充
実

に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て

説
明
を
し
た
上
で
、
意
見

を
聞
い
た
。

問

不
登
校
児
童
・
生
徒

が
増
え
て
い
る
。

学
力
を
重
視
し
、
教
職

員
の
煩
雑
な
事
務
仕
事
が

多
く
、
児
童
一
人
一
人
に

寄
り
添
う
余
裕
が
な
い
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



（
１
面
の
つ
づ
き
）

学
校
自
体
が
変
わ
ら
な

い
と
、
不
登
校
児
童
・
生

徒
の
未
然
防
止
を
行
っ
て

も
増
加
の
一
途
を
た
ど

る
。学

校
教
育
支
援
員
は
増

え
て
い
る
が
、
特
別
支
援

学
級
だ
け
で
手
一
杯
と
な

っ
て
い
る
。

別
室
学
習
指
導
員
や
学

習
支
援
員
が
県
費
で
配
置

さ
れ
た
学
校
で
は
、
別
教

室
を
確
保
し
、
連
日
同
じ

教
員
が
い
る
こ
と
で
、
児

童
に
と
っ
て
安
心
で
き
る

居
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
７
年
度
の
校
内
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に

向
け
た
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。

教
育
長

不
登
校
児
童
・

生
徒
へ
の
支
援
の
中
で
、

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

の
果
た
す
役
割
は
大
き
い

と
認
識
し
て
い
る
。

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
の
拡
充
に
向
け
、
今
後

も
検
討
を
続
け
て
行
く
。

教育委員会管理課入札結果（ ）内は予定価格
4月3日入札分

・市立鶴岡第四中学校防火シャッター更新工事(繰越明許)（小真木原町3番1号）
（入札8業者うち3業者辞退）
(株)佐藤組 20,000,000円（20,390,000円）工期～9/26（落札率98.09％）
・市立鶴岡第四中学校火災受信機更新工事(繰越明許)（小真木原町3番1号）（入
札7業者うち1業者辞退）
山形ニッタン(株)庄内支社 5,590,000円（5,900,000円）工期～10/10（落札率94.75％）
・市立朝暘第六小学校防犯カメラ設置工事(繰越明許)（淀川町9番70号）（入札10
業者うち3業者辞退）
荘内防災工業(株)鶴岡営業所 2,470,000円（2,550,000円）工期～10/10（落札率96.86％）
・市立羽黒中学校屋内運動場高効率照明器具改修工事(繰越明許)（羽黒町荒川字
宮東28番地1）（入札15業者）
鶴岡ハクヨウ電機(株) 18,500,000円（19,960,000円）工期～12/26（落札率92.69％）
・市立朝暘第一小学校屋内運動場高効率照明器具改修工事(繰越明許)（文園町2
番1号）（入札15業者）
(株)システムコントロール 21,170,000円（22,520,000円）工期～12/26（落札率94.01％）
・市立大泉小学校屋内運動場高効率照明器具改修工事(繰越明許)（白山字西野14
8番地）（入札7業者）
(株)ＴＳＵＫＥＮ 5,670,000円（6,230,000円）工期～12/26（落札率91.01％）

鶴岡市の地域別子どもの数　（2025年3月31日）

０歳 １歳２歳３歳４歳５歳 ６歳７歳８歳９歳10歳11歳 12歳13歳14歳

鶴岡

男 195 219 247 266 256 289 301 278 285 345 305 339 327 372 352

女 202 224 247 256 267 273 294 289 309 334 344 347 332 365 362

計 397 443 494 522 523 562 595 567 594 679 649 686 659 737 714

藤島

男 15 26 28 32 17 23 26 27 32 28 28 35 34 30 44

女 16 19 18 25 17 31 26 29 25 39 36 30 37 36 35

計 31 45 46 57 34 54 52 56 57 67 64 65 71 66 79

羽黒

男 18 19 17 20 15 32 24 24 26 33 29 31 26 36 34

女 9 11 27 12 18 20 18 24 27 26 19 24 29 36 35

計 27 30 44 32 33 52 42 48 53 59 48 55 55 72 69

櫛引

男 10 8 9 12 24 19 22 37 30 26 17 28 26 33 20

女 13 10 24 15 12 19 14 21 24 33 21 32 25 19 34

計 23 18 33 27 36 38 36 58 54 59 38 60 51 52 54

朝日

男 8 5 6 6 10 6 4 5 11 11 10 12 13 11 9

女 6 7 4 6 3 4 6 7 9 11 10 6 5 12 14

計 14 12 10 12 13 10 10 12 20 22 20 18 18 23 23

温海

男 3 10 9 13 10 10 9 6 14 14 13 19 16 15 19

女 7 8 7 10 12 3 11 11 13 9 12 15 20 22 17

計 10 18 16 23 22 13 20 17 27 23 25 34 36 37 36

合計

男 249 287 316 349 332 379 386 377 398 457 402 464 442 497 478

女 253 279 327 324 329 350 369 381 407 452 442 454 448 490 497

計 502 566 643 673 661 729 755 758 805 909 844 918 890 987 975

問

公
立
病
院
経
営
強
化

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
地

域
の
医
療
機
関
と
の
役
割

や
機
能
分
担
、
連
携
の
強

化
へ
方
向
転
換
さ
れ
た
。

南
庄
内
地
域
の
医
療
連

携
体
制
は
、
強
化
さ
れ
て

き
た
の
か
。

病
院
事
業
管
理
者

令
和

５
年
か
ら
、
協
立
病
院
と

庄
内
余
目
病
院
と
の
地
域

包
括
ケ
ア
パ
ス
と
し
て
、

誤
飲
性
を
含
む
肺
炎
と
尿

路
感
染
症
に
つ
い
て
、
診

療
情
報
を
共
有
す
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

６
年
度
は
、
地
域
の
医

療
機
関
や
高
齢
者
施
設
か

ら
意
見
を
聞
き
、
パ
ス
の

運
用
拡
大
に
つ
い
て
検
討

し
て
き
た
。

鶴
岡
地
区
医
師
会
と
、

歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会

と
連
携
し
、
感
染
に
よ
る

骨
壊
死
な
ど
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
、
定
期
的
な
予
防

歯
科
治
療
を
促
す
事
業
も

始
め
、
地
域
の
医
療
体
制

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

問

平
成

年
の
入
院
患

30

者
数
は

万
５
３
９
７
人

15

だ
っ
た
が
、
令
和
４
年
度

は

万
２
４
３
２
人
と
な

13
り
、
５
年
間
で

％
の
減

15

少
で
あ
る
。

救
急
搬
送
件
数
は
平
成

年
４
４
１
４
件
だ
っ
た

30が
、
令
和
４
年
度
３
６
９

４
件
で
、
５
年
間
で

％
17

減
少
し
て
い
る
。

本
市
か
ら
日
本
海
総
合

病
院
へ
の
入
院
患
者
は
、

令
和
４
年
度
３
万
３
８
４

７
人
、
５
年
度
３
万
５
９

２
７
人
で
１
０
６
・
２
％

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
る
。

荘
内
病
院
の
医
師
は
、

人
確
保
さ
れ
た
が
、
南

86庄
内
全
体
の
医
師
、
看
護

師
の
確
保
は
進
ん
で
い
な

い
。全

国
で
、
令
和
７
年
１

月
１
日
現
在
、

法
人
が

45

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人

と
し
て
認
定
さ
れ
て
い

る
。こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
地

域
医
療
連
携
推
進
法
人
の

検
討
を
す
る
べ
き
状
況
で

あ
る
が
、
見
解
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

国
で
は

２
０
４
０
年
を
見
据
え
、

新
た
な
地
域
医
療
構
想
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
、
庄
内

地
域
は
現
在
、
こ
の
モ
デ

ル
推
進
区
域
に
設
定
さ
れ

た
。今

後
県
が
策
定
す
る
計

画
の
方
向
性
を
確
認
し
た

後
、
改
め
て
地
域
医
療
連

携
推
進
法
人
の
必
要
性
も

含
め
、
本
市
の
方
向
性
を

検
討
す
る
。

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
を
検
討
す
べ
き


